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第
一
次
大
戦
前
の
国
際
金
本
位
制
が
安
定
的
に
維
持
さ
れ
え
た
の
は
、
世
界
の
主
要
国
の
い
ず
も
が
、
国
際
収
支
の
櫛
造
的
不
均
衡
に
な
や
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
国
際
収
支
の
構
造
不
均
衡
は
何
故
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
資
本
輸
出
、
国
際
短
資
移
動
、
中
央
銀
行
の
政策などの種奇な方面から考察されなければならないの
で
あ
る
が
、
当
時
の
世
界
貿
易
の
織
造
は
、
こ
の
問
題
の
解
明
にとって、基礎的な重要性を有するものである。印団・
の昌一叩のＥＳののご国国画の匠○円の円ののロ⑩日田ロの》届『つｌ
巳屋》后ｓ（ロぐのＢＣＣ一口員ぐの同骨昌厚の冊）は、英国を
中心として、第一次大戦前の世界貿易の構造と発展とを
の・団・の四巨庁の（巨昌①の一口団。ｄの丘
○毎房①四の弓ごＱ①．］⑩「Ｃｌ］①］凸
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。
ソ
ー
ル
氏
は
リ
ヴ
ァプール大学の経済史識師であり、本書は同氏の博士論
文に加罐訂正したものであるが、全体の編別構成は次の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
第
一
章
序
説
第
二
章
国
際
経
済
の
諸
問
題
第三章決済のパターン、功世界貿易の榊造
第
四
章
決
済
の
．
〈
タ
ー
ン
、
Ⅱ
資
本
輸
出
第
五
章
ト
レ
ン
ド
と
景
気
変
動
第
六
章
関
税
と
商
業
政
策
第二部
西
村
閑
也
九○
第七章英国の英帝国との貿易、エヵナダ
況初期の英国の輸出貿易の将来は悲観的なものではなか
第
八
章
英
国
の
英
帝
国
と
の
貿
易
、
Ⅱ
イ
ン
ド
った。
第
九
章
英
国
の
英
帝
国
と
の
貿
易
、
Ⅲ
一
級
的
結
論
ところが大不況後期から第一次大戦直前までの期間に
一一
は、事情は根本的にちがってくる。第一に、一八九九年
で
は
、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
’
一
九
一
三
年
の
間
に
、
世
界
の
エ
業
製
品
輸
出
に
お
け
る
英
国
う。第一章では十八世紀末以来の英国貿易の発展の簡脳のシニヤは一一一四％から三一％におちた。この間にドイツ
な概括をし、十九枇紀中葉から英国綿業は新興国の競争のそれは二一一一％から二七・五％へと上昇し、米国のシェ
を
感
じ
は
じ
め
た
こ
と
、
生
産
財
お
よ
び
石
炭
輸
出
に
も
変
化
が
ャ
は
一
一
・
五
％
か
ら
二
一
一
％
へ
と
の
び
た
。
こ
と
に
電
気
機
械
はじまったこと、ことに米国に対して国際収支の大巾のについては、ドイツは英国の二倍の輸出をし、その他機
赤
字
を
記
録
し
は
じ
め
た
こ
と
を
の
べ
る
。
第
二
章
「
国
際
経
済
械
と
く
に
エ
作
機
械
で
も
英
国
よ
り
立
ち
ま
さ
っ
て
い
た
。
と
は
の諸問題」は、前章をうけて、一八七○年前後から一九いえ英国は繊維機械輸出および造船についての英国の優
一四年にいたる英国貿易の発展の概観をする。第一に、位はゆるがず、またヨーロッ．〈以外の国への機械輸出に
一八六七年’一八七七年の間に、英国の輸入は年二七五ついては英国のシニヤはドイツのそれより大きい。
百
万
ポ
ン
ド
か
ら
三
九
四
百
万
ポ
ン
ド
に
ふ
え
、
そ
し
て
こ
の
輪
第二に、英国の主要輸出品である繊維製品の貿易は、
入
の
急
増
は
主
と
し
て
食
料
品
輸
入
の
急
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
後
進
国
が
自
国
の
産
業
を
育
成
す
る
に
つ
れ
て
、
停
滞
し
は
じ
め
たため、一八七七年には、食料輸入が原材料輸入を上回た。一八九九年に世界のエ業製品貿易に占める繊維興品
るにいたったことが指摘される。これに反し、対米輸出の比率は三一一一・五％だったが、一九一一一一年には二八・八
は
、
す
ぺ
て
の
品
目
に
つ
い
て
減
少
し
、
又
対
欧
輸
出
は
、
品
目
％
に
お
ち
た
。
し
か
も
一
八
九
九
年
に
お
け
る
英
国
の
エ
業
製
品
によってまちまちのうごきを示した。しかし米国、ゴーー輸出の四七％に繊維製品だったのである。
ロ
ッ
．
〈
以
外
の
地
域
へ
の
輸
出
は
ふ
え
つ
づ
け
た
。
だ
か
ら
大
不
第三に、一八九○年ごろから米国がエ業製品の輸出を
、．ｍ・の目一釦のＥｓＣ“旨国【嵐呂。『の『附閉『『且。》局『Ｃｌ】①庭
九一
§ 
はじめ塩ただ、輸出の主要品目は鋼、石油、木材製品
であったので、ヨーロッパの輸出とは競合関係になく、
また英国はどこの市場でも、工業製品輸出については、
米国を大きくひきはなしていた。だから米国の工業製品
輸出は、第一次大戦前には影まだ世界貿易の構造をかえ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第四に、英国は米国およびドイツから多額の工業製品
を輸入しはじめた。一九一三年には英国はドイツから化
学製品（一九○万ポンド）コールター染料二七○万ポ
ンド）科学器具（七○万ポンド）を、米国からは科学器
具二四○万ポンド）、自動車、同部品（一五○万ポン
ド）鉄鋼および機械（三七○万ポンド）を輸入した。こ
―
●
 
の
こ
と
は
、
新
規
産
業
の
分
野
で
の
英
国
の
た
ち
お
く
れ
を
示
し
ている。
以上すべての発展にもかかわらず、後進国の開発がす
すみつつあり、英国の資本輸出と商品輸出とはふえつつ
あった。したがって、第一次大戦前の英国の経済的見透
しは、必らずしも悲観的なものではなかった。
‐一一一
以上の概観をおいた上で、本書は十九世紀中葉以来の
国際貿易の経済機構を問題とする。すなわち第三章「決
済の．ハターンー多角貿易の構造」では、まず第一に十九
世紀中葉には、英国を中心とする三角貿易の構造がいく
つも存在していたことを指摘する。すなわち、英国、西
欧，今ハルチック諸国のそれ、英国、アフリカ、西インド
の
奴
隷
貿
易
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
英
国
、
ア
フ
リ
カ
、
米
国
の
間
の
そ
れ
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
角
貿
易
の
諸
グ
ル
ー
プ
は
一八七○年以後次第に解体して、全世界的な規模の三角
貿
易
の
構
造
を
形
造
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
要因は、米国および西欧の工業化に外ならなかったので
ある。そして「ヨーロッパおよび北米の急速にエ業化し
つ
つ
あ
る
諸
国
は
、
一
次
産
品
国
か
ら
の
原
材
料
お
よ
び
食
料
の
購
入
を
ふ
や
し
、
英
国
と
い
う
顕
著
な
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
こ
れ
らの国々に対して大巾の赤字をしるした。英国は、主と
してその自由貿易政策のために、工業製品の主要な輸入
国だったが、他方ではまた、ヨー戸ヅ．〈外の一次産品国
に対するもっとも重要な輸出国だった。その上、英国は
最
大
の
債
権
国
で
あ
り
、
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る
「
貿
易
外
」
収
支
から非常に大きな収入をもっていた。こうして円環がと
じられていた。一次産品国への輸出、海運、銀行業その
九
一
一
他のサーヴィス、および利子収入によって、英国は工業ジルやインドのような国からの輸入の増に対する支払い
国からの輸入超過に対して間接的に支払い、これらの国を英国に対する黒字の顕著な増又はヨーロッ．〈に対する
が一次産品の輸入代金を支払うことを可能にしていた。」赤字の減によって行なっていたのではないことが明らか
（本書四五頁）
に
な
る
。
こ
の
輸
入
の
支
払
い
は
、
特
に
カ
ナ
ダ
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
この前提をおいて、米国、ヨーロッパ、英国の多角決ソに対しての大巾のそして増大しつつある貿易収支の黒
済の機榊が具体的に分析される。
字
に
よ
っ
て
な
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
や
ア
ル
ゼ
第
一
に
米
国
は
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
一
次
産
品
輸
出
国
ソ
チ
ン
は
、
英
国
に
対
す
る
国
際
収
支
が
ま
す
ま
す
順
調
に
な
り
であることをやめ、エ業製品の輸出と一次産品の輸入とっっあった。」（本諜五○頁）
いう先進国的な貿易構造を確立しつつあった。これにと
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
に
つ
い
て
は
、
特
に
ド
イ
ツ
が
問
題
で
あ
ろ
う
もなってヨーロッパ工業諸国に対する貿易収支の黒字がが、その貿易収支は、対ヨーロッパ諸国については一九
大巾にふえ、英国に対しては黒字を維持した反面、非エ○○年以後大巾の黒字となり、ことに英国とスイスに対
業ヨーロッパ、インド、セイロン、ブラジル、西アプリする黒字は、一《八九○年の五、五百万から一九一二年に
力、マレーに対しては赤字をふやしつづけた。ところでは一一一一一百万となった。オーストリア、フランス、イタリ
ョ
ー
ロ
ッ
．
ハ
エ
業
諸
国
お
よ
び
英
国
に
対
す
る
貿
易
収
支
の
黒
字
－
に
対
し
て
は
、
一
九
○
○
年
に
は
赤
字
だ
っ
た
の
が
、
一
九
一
は、これら諸国に対する貿易外収支の大巾の赤字にょっ二年には黒字となった。対ヨーロッ．〈のこの黒字と貿易
て
大
体
相
殺
さ
れ
て
い
た
。
一
九
○
八
’
一
九
○
九
年
の
対
英
貿
外
収
支
の
黒
字
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
易収支の黒字は六九・七百万ポンドだったが貿易外収支その他の一次産品国からの輸入を決済した。「当時のョ
の赤字は四六・五百万ポンドであり、エ業ヨーロッ．（に１ロッ．〈の決済様式を支配していたのは、一次産品国か
対しては、それぞれ三七・九百万も六九・○百万だったらの輸入の急速な増加、しかもヨーロッ．〈の一次産品国
からである。「これゆえに、米国は、大戦直前にはプラへの輸出増を大巾に上まわっていた輸入増であったこと
の．ｍ・の２－ｍｍ←且旨⑪ご因『冨曾○両の『の８⑩月日」①『届ろ’巴←一
九三
電路:侃里
■
１
１
１
口
陸たしかである。」（本書五二頁）とくに英帝国内諸国
に
対
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
資
本
輸
出
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
輸
入
を
ふ
や
す
と
、
貿
易
収
支
の
赤
字
が
、
そ
の
ま
ま
国
際
収
支
の
赤
字
と
な
っ
て
反
映したのである。
以上の多角決済のシステムの中心が英国だった。英国
の貿易収支は一八七二年以後大巾の赤字を示し、大不況
期にも輸入がふえつづけたので、英国に債務を有する諸
国
の
国
際
収
支
の
危
機
が
さ
け
ら
れ
た
。
一
八
八
○
年
に
は
英
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
米
国
に
対
す
る
商
品
お
よ
び
金
貿
易
の
赤
字は、それぞれ四○・五百万ポンド、六四・九百万ポン
ドだった。そして貿易外収支の黒字を考慮するなら、こ
の両地域に対する経常的の赤字金輸入七○万ポンド程度
であろう。そして一八八○年は不作の年であるから、こ
のころの平常年の赤字は六○百万くらいと推定される。
そして世界の他地域に対する商品貿易の赤字は一四百万
である。これに対して、英国はインドから年八百万ポン
ドの利子収入、送金その他収入八百万、貿易収支の黒字
六
・
九
百
万
と
約
二
五
百
万
ポ
ン
ド
の
受
坂
超
過
を
も
っ
た
。
こ
れゆえに、英国はヨーロッパおよび米国に対する赤字の
三分の一以上をインドに対する黒字によって決済してい
たのである。インドについでは南米に対する黒字が大き
く、トルコと日本に対しても黒字を有していた。
一九一○年にはヨーロッパおよび米国に対する国際収
支の赤字は九○百万’九五百万になり、その反面イン
ド、中国、日本、トルコに対する黒字は大巾にふえたの
で
「
か
く
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
主
要
な
決
済
は、極東を経由していた。」（本書、六○頁）そして南米
に対する国際収支の黒字はこのころまでにはほとんど消
えていたので、極東に対する英国の黒字は、全世界の決
済機構の枢軸となったのである。
そしてインドの輸出品は、米国およびヨーロッパ諸国
の関税障壁とは関係がなかった。一九五○年には、イン
ドのドイツへの輸出品の四分の三、フランスベルギーへ
の輸出の全部、オーストリアへの輸出の七○％、米国へ
の輸出の半分が関税なしで受入れられた。
だから、第一次大戦直前の多角決済の機構は、ｕ米国
およびヨーロッ．〈の一次産品輸入の増加、②英本国の英
植民地に対する国際収支の黒字の二本の柱によってささ
えられていたのである。だからまた、英国は保護貿易と
九四
帝国特恵関税を採用することはできなかったのである。第一に、アルゼンチンについては、英国の資本輸出は
もしそれをしたならば、ヨー戸シ，〈と米国は原料品の供英国の対アルゼンチンの資本財輸出をふやすが、英国か
給地を英帝国から、その他の国に転換しようとしたであらの資本輸入による建設投資は、アルゼンチンの国民所
ろうし、転換しきれない分については、英帝国への輸出得をふやし、したがってアルゼンチンの消費財輸入をふ
をふやして決済しなければならないから、英帝国での外やす。しかし、消費財輸入の相手国は英国ではなく、ョ
国のエ業製品の競争はかえって激化したことであろう。１戸シ、〈諸国である。ところが一九○七’一九一三年の
だ
か
ら
、
英
国
の
自
由
貿
易
は
、
世
界
貿
易
の
拡
大
と
、
英
国
自
間
に
、
こ
の
決
済
様
式
は
根
本
的
に
変
化
す
る
。
こ
の
間
に
英
国
身の発展を可能にしていたのである。
の
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
輸
出
は
九
・
二
百
万
ふ
え
た
が
、
同
国
か
ら
四
の
輸
入
は
四
八
・
四
百
万
も
ふ
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
第四章「決済の。ハターン、Ⅱ資本輸出」では、資本して英国の食料品輸入先が米国からアルゼンチンに転換
輸
出
に
よ
る
資
本
勘
定
面
で
の
赤
字
が
、
資
本
輸
出
に
と
も
な
う
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め
英
国
の
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
商
品
輸
出
の
増
に
よ
る
貿
易
収
支
の
黒
字
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
国
際
的
収
支
黒
字
は
き
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
上
、
英
国
の
資
本
と
し
、
こ
れ
が
海
外
投
資
の
実
際
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
機
織
だ
財
輸
出
は
外
国
の
競
争
の
た
め
大
巾
に
へ
っ
て
し
ま
っ
た
。
った、としている。そして、対外投資ブームのさいにオーストラリアへの資本のトランスファーは、アルゼ
は、英国自身の輸入もふえるが、大ていの借入国の限界ソチンとは非常にちがっている。第一に、九○年代まで
輸入性向は英国より高いので、英国は、輸入の増を上まは、オーストラリアは英国以外の国とほとんど貿易しな
わる輸出の増を実現しえたわけである。
か
つ
た
の
で
第
三
国
を
通
ず
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
不
可
能
だ
っ
以
上
の
前
提
を
お
い
て
、
本
章
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
た
。
第
二
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
資
本
輸
出
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
資
本
輸
出
と
そ
の
ト
ン
へ
の
そ
れ
と
は
ち
が
っ
て
、
あ
ま
り
大
巾
に
変
動
し
な
か
っ
た
ランスファーのメカーーズムを統計的に分析する。
ので、トランスファーはむつかしくなった。第三に、オ
⑫．■・の目］北の冨昌の⑩冒国『三：。『の『の①勧め弓『且の壹冨『Ｃｌ】臼』
九五
～ 
￣￣￣ 
１ストラリァヘの資本財輸出は、米国ドイツとの競争に
さらされることがなかった。とはいえ、一九一二’一一一一
年には、外国の資本財産業の競争がはじまった。
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
アの両国とは、全くちがった様相がみられる。インドへ
の盗本輸出の増減にかかわらず、国際収支は順調になっ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
「
も
し
も
英
国
の
輸
出
品
、
と
く
に
綿
製
励
が
、
大
戦
勃
発
前
の
数
年
間
に
イ
ン
ド
で
広
い
市
場
を
も
た
な
か
っ
た
な
ら
ば
〈
英
国
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
そ
の
他
に
あ
れ
ほ
ど
多
額
の投資をすることは不可能であったであろう。」（本書八
八頁）
五
第
五
瀧
「
ト
レ
ン
ド
と
景
気
変
動
」
は
第
四
素
ま
で
の
分
析
を
景気術環との関述において再榊成したものであり、本榔
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
、
そ
し
て
興
味
ふ
か
い
章
で
あ
る
。
本章ではまず最初にロストウの大不況についての仮設
が問題とされる。ロストウは、国内投資Ⅱ生産的投資は
生産力効果がすぐにあらわれるから、価格下落と実質賃
金上昇をもたらすが、戦争および海外投資Ⅱ非生産的投
資は、物価の上昇をもたらすとし、生産的投資と非生産
九六
的投資とが交替するから、ゴンドラティェフ・サイクル
が生ずるとしている。一八四八’一八七二年には戦争お
よび金鉱発見が多かったのに、一八七三’一八九六年に
は、それがあまりないのは事実である。しかしこれだけ
から片道二五年のサイクルを実証するのは無理である。
大不況期中も国外投盗と国内投盗とは交替して生じてい
る。また八十年代初頭のブームをロストウは例外として
い
る
が
、
も
し
こ
の
ブ
ー
ム
を
考
え
に
入
れ
る
な
ら
、
大
不
況
は
七
○
年
代
と
九
○
年
代
前
半
の
現
象
と
な
り
、
統
一
し
た
理
解
は
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
国
外
投
資
と
国
内
投
資
と
は
短
期
的
に
は
相
と
も
な
っ
て
う
ご
い
て
お
り
、
反
対
の
方
向
に
う
ご
い
て
い
る
事例は少ない。ことに造船業における投資は流嚇外投資と
ま
っ
た
く
並
行
し
て
う
ご
い
て
い
る
。
造
船
の
好
況
↓
巡
償
下
落
↓
貿
易
拡
大
↓
海
外
投
資
増
と
い
う
側
述
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る。かくして、もしも海外投資と国内投資とが交替する
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
主
と
し
て
家
屋
建
設
と
地
方
自
治
体
の支出の変動によって生ずるものである。
かくて何一八七三年までの海外投資、造船ブーム、③
一八七三’七九年の家屋建築ブーム、③一八八○年代の
蛎群投資ブーム、脚一八九○年代前半の国内、国外投資
￣〆
スランプ、⑤一八九五年以後の国内投資ブーム、⑥一九もの自己封鎖的なネットワークがあり、これらネットワ
○
五
’
一
九
一
○
年
の
国
外
投
資
ブ
ー
ム
と
い
う
サ
イ
ク
ル
な
ら
－
ク
は
、
英
国
を
通
じ
て
相
互
に
関
係
を
有
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
検
出
し
う
る
が
、
長
期
サ
イ
ク
ル
の
存
在
に
つ
い
て
は
断
定
し
え
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
米
国
で
不
況
が
発
生
し
て
な
い
。
そ
し
て
大
不
況
そ
の
も
の
に
つ
い
て
い
う
と
、
一
八
七
○
屯
、
そ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
不
況
を
ひ
き
お
こ
す
、
と
い
う
年代の不況と九○年代前半の不況の間には、いわば構造ようなことはありえなかった。なぜなら、米国はオース
的
と
も
い
う
べ
き
ち
が
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ト
ラ
リ
ア
と
ほ
と
ん
ど
貿
易
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ち
が
い
は
、
七
○
年
代
の
不
況
で
は
、
全
般
的
な
不
況
に
も
し
ア
メ
リ
カ
の
不
況
が
な
ん
ら
か
の
影
瀞
を
及
ぼ
し
う
る
と
す
もかかわらず、一次産品国のどれかは活況であり、そこるなら、それは米国の不況↓英国の輸出減↓英国の所得
へだけこの英国の輸出はふえたが、九○年代の不況は、減↓オーストラリアからの輸入減という関連がありうる
まさに全拙東刻的な不況であったという点にある。「あるかぎりである。しかも、もし英国が対外投資の流れを不
程度までは、これは他の所でのエ業化の成長が英国の輪況の米国からオーストラリアに転換するならば、オース
出
遼
よ
り
限
界
的
な
状
況
に
お
い
た
、
ｌ
た
と
え
ば
イ
ン
ド
に
ト
ラ
リ
ア
で
朧
プ
「
ム
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
．
か
く
し
て
、
「
蕊
お
い
て
ｌ
と
い
う
菱
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
．
し
か
し
、
世
鬮
は
、
そ
の
鐡
本
輸
出
の
方
向
を
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
界
経
済
に
お
け
る
英
国
の
地
位
を
全
く
か
え
は
じ
め
て
い
た
と
こ
の
あ
る
地
方
の
ス
ラ
ン
プ
の
影
瀞
か
ら
自
ら
を
あ
る
程
唆
ま
で
、
ろ
の
、
根
本
的
で
、
全
般
的
な
諸
力
が
は
た
ら
き
は
じ
め
た
の
だ
そ
し
て
他
の
国
々
を
大
巾
に
、
隔
離
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
（
本
ということの方がありうることである。」（本書一○九書二二頁）のである。そして、このような世界貿易の
頁）
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ま
だ
重
要
な
役
割
は
に
な
っ
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
実
は
よ
り
基
本
的
に
は
、
世
界
の
多
角
て
ぃ
な
か
っ
た
。
そ
の
貿
易
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
多
角
貿
易
が
主
貿回勿榊造の変化によって生ぜしめられたものなのであであり、安本輸出の相手国も三１戸シ・〈内部にあったか
る
。
七
・
八
○
年
代
以
前
に
は
、
世
界
に
は
多
角
貿
易
の
い
く
つ
ら
で
あ
る
。
叩・国．、：｜皿の白日のの目□１斤厨云。『ｏＨｍ８印月月巳の．旨『Ｃ一巴屋
九七
ノと
こ
ろ
が
、
九
○
年
代
ま
で
に
は
、
こ
れ
ら
自
己
封
鎖
的
な
ネ
ットワークは、融合して、単一の全柵原部的な多角貿易の
シ
ス
テ
ム
に
発
展
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
。
Ｆ
、
イ
ン
ド
の
輸
出
相
手
国
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
米
国
の
比
重
は
大
き
く
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
貿
易
の
中
心
地
と
し
そ
の
地
位
は
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
た
と
え
ば
米
国
の
不
況
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
の
他
に
直
接
に
影
響
を
及
ぼしはじめた。そして、英国の海和沿技賢の方向をどう転
換
し
て
も
、
世
界
不
況
の
発
生
を
く
い
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
九
○
年
代
の
不
況
が
、
全
世
界
的
な
も
の
と
な
り
、
価
格の異常な下落をともなったのは、まさにこのような榊
造的変化があったからである。
こ
の
変
化
に
応
じ
て
、
一
八
九
五
年
以
後
の
景
気
回
復
は
、
英
国
の
対
外
投
資
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
英
国
、
エ
業
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
米
国
の
国
内
投
資
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
ブ
ー
ム
で
あ
る
点
で
注
目
に
値
い
す
る
。
、
一九○五年からは、英国の対外投資に主導されたブー
ムがはじまるが、このブームは、十九世紀における対外
投資主導ブームとはいろいろの点でかっている。ことに
一九○九年ｌ一九一三年は注目すべき特長を有してい
る。第一にヨーロッパおよび米国の発展のため、米国お
よびヨーロッパ向の英国の輸出は、ブームにもかかわら
ず、一九○七年の水準にまで回復していない。ドイツの
英国からの輸入は一九○七年に四一・四百万弟ソドだっ
た
が
、
一
九
一
三
年
に
は
四
○
・
七
百
万
に
し
か
な
っ
て
い
な
い。石炭輸出も、船舶輸出（除軍艦）も繊維機材輸出も
停滞した。その反面、米国およびヨーロッ．〈の一次産品
輸入が大巾にふえ、一次産品国のブームが生じたので、
英国の一次産品国向輸出はふえた。そしてこの輸出の主
軸は、綿布と鉄鋼だった。「一九○九年から一九一三年
の
間
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
主
と
し
て
依
存
す
る
輸
出
の
の
び
なやみが、大戦直前の年代のもっとも不吉な兆候だった
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
部
分
的
に
は
石
炭
輸
出
の
の
び
の
た
め
ｌ
け
っ
し
て
そ
れ
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
ｌ
雪
１
回
シ
バ向の英国輸出はよく維持されていたｌとくに他の地
域が不況の時賦ｌからである．」（本番一二八賞）
そ
れ
ば
か
り
か
、
す
で
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
例
で
み
た
よ
う
に、後進国への資本輸出が、英国の資本財の輸出を促進
するという関係が、次第にみられなくなってきた。米国
およびヨーロッパの資本財産業の競争がはじまったから
九
八
である。
七
このような仙界貿易の榊造的変化をもとにするなら、以上で一般的な概括のための第一部はおわり、ついで
いわゆる大不況は、一八八六年で前半と後半にはっきり英帝国内貿易の構造を問題にする第一一部がはじまる。す
わけられることになる９九○年代の不況は、リーアルななわち第七章でカナダ、第八章でインドをとりあげ、第
タームにおいて減少を示し、八六年以前の不況は、そう九章で一般的結論をまとめる。
いうことはないからでもある．そして、一八七一一Ｔ八六第七瀧では、まずカナダの英国への主要な輸出は、初
年の不況と九○年代前半の不況との間には構造的な差が期には木材だったが、この地位は木』船の衰微とともに、
あるのであるから、長期サイクルの存在は証明しえない小麦にとって代られ、ついで米国の小麦輸出の発展は、
ことになる。
主要な輸出品を小麦から酪農品に転換させ、二○世紀に
一〈
入
っ
て
米
国
が
小
麦
輸
出
を
や
め
る
と
、
主
要
輸
出
品
は
ふ
た
た
第六章「関税と商業政策」は、外国の保護関税が英国ぴ小麦となったことを明らかにする。この間に米国への
の各産業におぼよした影響を栫砿観したのち、関税のおよ輸出も木材、鉱石を中心に大巾にのびた。「これゆえ、
ぽした影響を過大評価するのはまちがいであるという結時として考えられているのとは反対に、一九○○年以後
論に達する。アメリカ、ドイツの諸国に対して英国が質の多角決済の広汎な発展は、英国へのカナダの輸出の拡
易
収
支
の
赤
字
を
も
つ
に
い
た
っ
た
と
き
、
英
国
は
英
帝
国
に
対
張
に
よ
っ
て
よ
り
は
、
カ
ナ
ダ
の
輸
入
の
．
ハ
タ
ー
ン
に
生
じ
た
変
し、又南半球のその他の国に対して貿易収支の黒字をも化によって説明される。というのは、米国への輸出はよ
っょうになり、「かくして、世界貿易の構造は、関税のり急速に増大したからである。」王書一八○頁）米国へ
型に、自らを適合させ、関税障壁の世界貿易の量におよの輸出ののびを上まわって米国からの輸入がふえた。し
ぽす影響を最小限におさえた。」（本書一六四頁）からでかもカナダの発展にともなって資本財への需要がふえた
ある。
が、この需要は主として米国の産業（地理的な優位性を
ｍ・国・留巨］”⑩冒昌の⑩冒呼］【】ｇｏ『の『絡厨日日ロの．届『Ｃ－＄昼
九
九
」設且か
有する）によってみたされた。そして、英国からの繊維
製
品
や
食
料
品
輸
入
の
比
重
は
低
下
し
て
い
っ
た
。
金
属
製
品
に
おける米国の優位は、九○年代に確立されてからくつが
えされなかった。そして帝国特恵関税をもうけても、英
国にどれだけ有利になったかは不明である。
そ
の
反
面
、
カ
ナ
ダ
の
製
造
工
業
は
目
ざ
ま
し
く
発
展
し
、
英
帝
国
の
他
の
諸
国
に
対
し
機
材
を
輸
出
し
は
じ
め
た
。
「
カ
ナ
ダ
は帝国内への、明らかに外国の競争に非常にさらされや
す
い
輸
出
品
で
あ
る
工
業
製
品
の
輸
出
国
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
地
位を占めていたので、自国の保護貿易体制を、自国の工
業製品ならびに一次産品の海外市場にまで拡張すること
は
、
も
っ
と
も
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
に
カ
ナ
ダ
の小麦の最大の市場としての英国の圧倒的重要性を考え
る
な
ら
ば
、
カ
ナ
ダ
が
帝
国
特
恵
関
税
を
熱
望
し
て
い
た
こ
と
は
よく理解しうる。」（本啓一八六頁）
第八章は、インドの貿易榊造を分析する。前の諸章で
分析されたとうり、インドは英国中心の多角決済組織の
中
で
枢
軸
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
イ
ン
ドの米国およびヨーロッパ向輸出の激増によるものであ
った。そして、この輸出の内容は、米国にはジュートお
よびジュート製肺が主であり対欧輸出の中では油脂原料
がもっとも重要であった。ことに油脂原料の輸川は一九
○○年’一九○一年の六百万ポンドから、一九一三年’
一
四
年
に
は
一
八
百
万
に
ふ
え
、
ま
た
イ
ン
ド
の
対
欧
貿
易
収
支
の黒字は、九○年代から一九一一一一年までに二二百万ふえ
た
が
、
う
ち
九
百
万
は
油
脂
原
料
輸
出
の
朔
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
かセイロンの椰子油およびコプラの輸出もある。また油
脂
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
は
皮
革
、
茶
、
シ
ニ
ラ
ヅ
ク
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
し
て
い
た
。
こ
の
対
欧
輸
出
の
増
に
と
も
な
い
、
輸
出
相
手
国
と
し
て
の
英
国
の
比
施
は
後
退
し
た
。
一
八
七
○
年
代
に
は
イ
ン
ド
の
輸
出
の
う
ち
五
○
％
は
英
国
向
だ
っ
た
が
、
九
○
年
代
には三一一％となり、一九一一一一’一四年には二四％となっ
た。一八九四’九七年にはインドの輸出は年平均六五百
万
ポ
ン
ド
だ
っ
た
が
一
九
一
三
’
一
四
年
に
は
一
七
一
百
万
と
な
り
、
う
ち
英
国
向
は
四
一
百
万
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
は
五
六
百
万
、
アメリカ大陸向は一九百万だった。
輸
出
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
に
、
イ
ン
ド
の
輸
入
に
お
け
る
英
国の比重はきわめて高い。七○年代にそはの比童は八○
％以上だったが、九○年代にも七○％以上であった。そ
してインドの対英貿易収支の赤字は、九○年代半ばには
一○○
戸 ￣ 
約一一一一百万ポンドだったが、一九二’一一一年’一九一への集中を継続することを促進たしという点で、英国の
三－一四年には五一一・一一一百万にふえ、利子支払その他を輸出にとって一つの積極的に不幸な結果をもたらした、
含めると対英国際収支の赤字は七○百万にもなったであと論じても妥当であろう。将来にもっとも急速にのびる
ろ
う
。
そ
し
て
英
国
か
ら
の
輸
入
品
の
う
ち
、
最
大
の
項
目
は
紬
は
ず
の
も
の
は
、
帝
国
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
需
要
の
つ
よ
か
っ
表品だったが、資本財輸入についても英国は独占的地位た機械製品における世界貿易だったのである。」（本諜二
を有している。一九○○年’一九一三年のあいだに英国二○頁）
の
イ
ン
ド
向
薦
材
輸
出
は
一
・
八
百
万
ふ
え
た
が
、
ド
イ
ツ
の
そ
と
は
い
え
、
英
国
は
資
本
輸
出
と
帝
国
内
諸
国
か
ち
輸
入
を
ふ
れ
は
わ
ず
か
二
万
ポ
ン
ド
、
米
国
は
一
万
六
千
ポ
ン
ド
し
か
ふ
え
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
内
諸
国
の
安
定
し
た
成
長
を
可
能
に
ていない。
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
帝
国
内
諾
剛
の
工
業
化
と
ア
メ
リ
カ
の
オ
第九章では、英国の帝国向輸出全休の傾向が問題とさ－ストラリァ向輸出の増大は、決済様式の変化の必然性
れる。一九○○年以後のインドへの綿製品輸出の大巾のを暗示していたのではあるが。
の
び
に
も
か
か
わ
ら
ず
英
国
の
帝
国
向
輸
出
の
の
び
は
停
滞
し
八
た
。
こ
れ
は
外
国
の
競
争
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
砿
要
以
上
で
大
体
の
紹
介
を
お
え
る
が
、
本
謝
は
、
従
来
の
研
究
成
なことは、単に帝脚向輸出一般がのびなかったばかりで采を十二分に利用しつつ、独自の分析を展開しており、
は
な
く
、
ワ
イ
ヤ
、
農
業
機
械
、
電
気
機
械
、
自
動
車
、
化
学
製
そ
の
ひ
ろ
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
す
る
ど
い
問
題
意
識
と
は
、
木
諜
を
品など、機械エ業や新規産業の製品輸出で英国が決定的貴重な成果としている。ただ、第五章「トレンドと景気
におくれつつあったことである。英国は繊維製品、靴、変動」で、大不況期を二つに分割しているわけであるが
棒鉄、トタン、自転車、装飾船、家具、陶器などの伝統九○年代前半にそれまでの存在した複数の多角貿易体制
的
な
製
品
の
輸
出
に
よ
っ
て
、
外
国
と
の
競
争
に
対
抗
せ
ざ
る
を
が
融
合
し
て
単
一
の
全
世
界
的
多
角
貿
易
体
制
が
で
き
た
と
し
て
え
な
か
っ
た
。
「
実
際
、
帝
国
市
場
は
、
繊
維
製
品
と
鉄
道
用
材
ろ
、
そ
の
よ
う
な
融
合
が
九
○
年
前
後
に
一
挙
に
実
現
し
た
は
ず
ｍ・口・の目庁、目曰冊旨犀冨警○円ｎ門⑪８⑭目、且①宮屋『Ｃｌ忌侭
一○一
鷺はないのであって《七○年代以後徐為に完成に近ずいて
いた－ずであろう。このような融合の過程と七○年代以
後の不況との関連が分析されるなちぱ、大不況期を二つ
の
不
況
期
に
分
解
す
る
必
要
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。とはいえ、本識の分析かち、第二次大戦後の現在に多
角貿易体制を再建することが、どれだけむつかしい問題
で
あ
る
か
が
、
明
ら
か
に
な
る
。
我
燕
は
エ
業
国
相
互
間
の
多
角
貿
易
体
制
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
い
ま
だ
か
っ
て
も
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
体
制
を
つ
く
りあげうるかどうかに、ＩＭＦ体制の将来はかかってく
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
○ 
へ
ｆ 
